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一 

問一 「おもしろい」とは「興味深い」ということで、その後からサケの「興味深い」生態

が説明されています。その部分を注意深く読んでいくと、「一度降りて一度のぼるだけ」と

あり、イが正解とわかります。 

問二 キーワードは「サケの一生」と「奇跡的」です。３－３の５行目にキーワードが両方

入っている文があり、問われているところと同じ内容になっています。その文から指定字数

の「ドラマチック」を抜き出してください。 

問三 接続語の問題は、文の前後の意味を正しく理解してください。１は、後の文でわかり

やすく言いかえています。２は、前の文の内容を受けて、後の文でさらに内容が付け加えら

れています。３は、前の文と後の文が対照的な内容になっています。 

問四 選択肢の中に本文に書かれていないことがあります。イ、エ、オの文の後半部分がそ

れぞれ該当します。 

問五 本文の主題がつかめているか問う問題です。傍線部の「自然のしくみ」について問わ

れているので、その後に続く部分で述べられている、生態系の中でのサケの役割を説明して

いる部分が理解できれば、正解がウとわかります。 

問六 空欄に選択肢の語句をそれぞれ入れて考えてみます。後に続く部分で述べられてい

ることと、ア以外の選択肢は矛盾しています。 

問七 この見出しはその章の筆者の主張です。主題は、アイヌの人々が持っていた自然観

が、最近解明された生態学と一致している、という筆者の驚きです。そのように考えると正

解がエとわかります。 

問八 「サケの側に立って考えれば納得できます。」に注目してください。「奇妙に思える」

ことも「納得できる」と読むことができます。「そうした表現」が指しているのは、傍線部

直後の部分、アイヌの人たちの地名表記についての部分です。これらの部分を指定字数内で

まとめましょう。 

問九「親子のように」は、同ページ１行目のアイヌの人たちが川の名前を「親の川」「子供

の川」と名付けたと説明している部分を、比喩として表現しています。比喩表現のアが正解

です。イ、ウは例示の表現で、エは引用している表現です。 

 

 

 

 

 

 

 



二 

 

問一 Ａは、「大きな本」の「ページの間にはさまった」ものなので、「しおり」が正解。Ｃ

は、「白いものが２枚出てきて、ばさりと空中に広が」り、「つばさが生えたのかと思った」

とあるので「つばさ」が正解。 

 

問二 「アオの Ｂ 」のように、カギかっこがついているので、独特な言い回しであるこ

とがわかります。１２ページに「わたしに心の本を見せたりしないよね」とあるので、「心

の本」が正解。 

 

問三 「どのようにして本の中に入った」のかを問うています。本の中に入った「いきさつ」

を説明するのであって、理由を書くのではありません。 

 

問四 ②は、「幸せそう」な「毎日が、ずっと続けばいい」、「だけど」と続きます。「葵さん」

に良くないことが起こるはずです。⑤は、直後に本の中にいる時は、現実ではねむっている

状態であることが説明されています。 

 

問五 「アオ」の「心の本」の文章を入れる問題です。Ⅰは、直前の「大人の男女」の説明

が必要です。ウは「あさみ伯母さん」たちが「アオ」を「捨て」たのが間違いです。Ⅱは、

「アオ」が本の中に入る直前の言葉です。 

 

問六 ８ページに「アオは、妖精でも妖怪でもないし、葵さんの幽霊でもない。ふつうの人

間の子だったんだ。」とあります。 

 

問七 直前に「わたしはここにいる。もうもどらないから。」とあります。 

 

問八 「あんな、寒くて暗くてさびしいところに、アオを一人で置いておけない！」「この

病院のどこかにいるかもしれない！」とあります。 

 

三 

②の「弁」を「勉」と書いたり、③の「創」を「想」と書く間違いが目立ちました。⑤の「敵」、

⑦の「改」の「のぶん」は正確に書くようにしてください。 


